
広島県公立高等学校入学者選抜制度に関するアンケート結果について 

 

 

１ 趣 旨 

  本県で取り組んでいる「学びの変革」や国の動向などを踏まえ，中学生の主体的な学校選

択を一層促進するとともに，中学校及び高等学校教育の充実に資するものとなるよう，本県

公立高等学校入学者選抜制度の在り方について見直しを検討することとし，その参考とする

ため，関係校長を対象としたアンケートを実施した。 

 

２ 対 象 

  県内全ての公立中学校等，高等学校及び特別支援学校の校長 計344人 

 

３ アンケート結果の概要 

 【問１】各高等学校の特色を生かした入学者選抜の充実を図ることについて 

 
充実すべき 

どちらかという
と充実すべき 

どちらかというと
充実すべきでない 

充実すべきでは
ない 

どちらともいえ
ない 

中学校・特別支援学校 29.1％  36.7％  12.4％  3.6％  18.3％  

高等学校 33.3％  39.8％  6.5％  2.2％  18.3％  

全  体 30.2％  37.5％  10.8％  3.2％  18.3％  

≪望ましいと考える入学者選抜の充実策≫ 
〇特色入試の実施  〇各高等学校における裁量の拡大  など 

 

【問２】入学者選抜の質的改善を図るため，制度の「簡素化」を図ることについて 

 
簡素化すべき 

どちらかという
と簡素化すべき 

どちらかというと簡
素化すべきでない 

簡素化すべきで
はない 

どちらともいえ
ない 

中学校・特別支援学校 68.9％  23.5％  1.6％  0.4％  5.6％  

高等学校 50.5％  26.9％  5.4％  3.2％  14.0％  

全  体 64.0％  24.4％  2.6％  1.2％  7.8％  

≪望ましいと考える「簡素化」の内容≫ 
〇選抜（Ⅰ）と選抜（Ⅱ）の一本化等現行の入試制度の見直し  〇提出書類の削減及び簡素化 など 

 

 【問３】調査書の「情報」を「整理」することについて 

 
整理すべき 

どちらかという
と整理すべき 

どちらかというと
整理すべきでない 

整理すべきでは
ない 

どちらともいえ
ない 

中学校・特別支援学校 57.0％  33.1％  2.4％  1.6％  6.0％  

高等学校 36.6％  38.7％  7.5％  6.5％  10.8％  

全  体 51.5％  34.6％  3.8％  2.9％  7.3％  

≪望ましい「整理」の内容≫ 
〇客観的事項のみに整理  〇合否判定で活用している事項以外は整理 など 

 

 【問４】現在の入学者選抜制度について，改善した方が良いと思う点について 

〇現行の入学者選抜制度の簡素化  〇書類の削減・簡素化  〇出願手続の簡素化 
〇各高等学校における裁量の拡大  〇学力検査の改善    〇日程の見直し   など 

 


